
県民の身の回りで起こり得る被害シナリオ①
～都市部（鹿児島市）にいる場合～

※被害シナリオは一つの想定として作成したものであり、実際の災害時に、 記載したとおりの事象が発生するものではないことに留意が必要

○○○○地震が○○○○時に発生することを想定した場合

自宅（マンション等）やビルにいる場合

発
災
直
後
～
１
日
後

３
日
後

◆長周期地震動により、未固定の
本棚の転倒や、キャスター付きの
家具やコピー機等が人に衝突。

帰宅困難者になった場合とるべき行動

◆避難所へ避難するが、すでに満員で入れない。

◆生活ごみや片付けごみが、回収されず、悪臭が広がる。

１
週
間
後

◆心身機能の低下により、生活不活発病となるなど、医
師の診断・治療が必要になる。

◆電力が復旧しても、保守業者による点検が終了する
までは、エレベーターが使用できず、復旧が長期化。

◆余震等への不安などから過剰な購買行動が発生し、
慢性的な品不足が継続。

事前・事後の対応策

１
か
月
後

とるべき行動

◆心身機能の低下により、生活不活発病となるなど、入
院が必要になる。

◆受水槽や給水管など、住宅内の給水設備が被害を受
けた場合、断水が継続し、復旧が長期化。

◆自宅の再建や修繕を望んでいても、建設業者や職人
等が確保できず、進まない。

◆通信の途絶等により家族の安否
が確認できず、徒歩や自転車等
で自宅に帰る。

◆余震による看板の落下や延焼火
災等の二次災害に巻き込まれ
る等により、徒歩による帰宅が
困難化。

◆子供等の保育園等からの迎えが
困難化。

◆バス等による代替輸送も困難化す
るため、一時滞在施設等での滞在
期間が長期化。

◆発電機の燃料が枯渇した一時滞在
施設等では、情報収集や、照明、空
調等の利用が困難化。

◆保育士等も帰宅できず、保育園等
にとどまり続ける。

多くの人や物によって、自身の安全が脅かされます。

帰宅を急ぐ行動が、かえって命を危険にさらす結果につながります。

住み慣れた自宅にとどまれることが一番です。

日頃からの備えによって、自宅を安全な避難場所にしておきましょう。

～平時～

▼家具（本棚、食器棚、コピー機、キャス
ター付き家具等）固定による室内被害
の防止。

▼ 1週間程度の在宅避難に対応できる備
蓄（飲料水、食料、携帯トイレ、生活用
品）。

▼通信・情報収集手段（モバイルバッテ
リーや乾電池、ラジオ等）を確保。

▼マンション管理組合等は、受水槽・排水
設備・非常用電源の点検を定期的に実
施。

～発災後～

▼余震が頻繁に継続している間は、再入
室・片付け作業を行いに自宅へ戻らな
い。

～平時～

▼ 1週間程度の在宅避難に対応できる備
蓄（飲料水、食料、携帯トイレ、生活用
品）。

～発災後～

▼近隣住民やマンション管理組合と協力
しながら在宅避難を継続。

～平時～

▼日頃から健康維持や地域とのつながり
を確保。

～発災後～

▼意識的に体を動かし、正確な情報に基
づいて必要最小限の購入行動を行う。

～平時～

▼住宅の維持管理と健康管理を日頃から
行う。

～発災後～

▼公的支援や管理組合等と連携しながら、
生活再建と住宅復旧を計画的に進める。

～平時～

▼家族との安否確認方法や帰宅方針を事
前に決める。

▼職場や外出先での3日分程度の備蓄
（飲料水、食料、携帯トイレ、毛布、衛生
用品等）を行う。

～発災後～

▼徒歩帰宅による二次災害や混雑を避け
るため、勤務先や一時滞在施設等の安
全な場所で待機する。

▼災害用伝言ダイヤル、災害用伝言板、
SNS等を活用して家族の安否を確認す
る。

▼手持ちの備蓄品や非常持出品を活用し、
無理な買い出しや過度な買い占めを避
ける。

▼モバイルバッテリー等を活用し、通信手
段を維持する。

～平時～

▼職場・学校・外出先での3日分以上の備
蓄（飲料水、非常食、常備薬、モバイル
バッテリー、簡易トイレ、防寒具等）を行
う。

～発災後～

▼道路や鉄道の復旧状況を確認し、交通
機関が十分に回復していない場合は、
勤務先や学校、一時滞在施設等で待機
を継続する。

▼限られた環境下でもこまめな水分補給
や軽い運動を行い、熱中症、脱水症状、
エコノミークラス症候群、体力低下を防
ぐ。

▼自治体、防災アプリ、交通事業者等から
最新情報を取得し、鉄道・道路の復旧状
況や支援物資配布情報を確認する。

◆余震により、本震で脆弱化していた建物の倒壊等に
より、死傷者が発生。

◆携帯電話の通話がつながりにくい。

◆応急給水拠点に、多数の住民が殺到し、長蛇の列。

◆集合住宅では、水道が供給されていても、排水管等
の修理が終了していない場合、トイレ利用が不可。

◆揺れや液状化により、建物が倒壊

◆マンションの中高層階ではエレ
ベーターの停止により地上と
の往復が困難化。

◆自宅等のライフライン（電気・水道・ガ
ス・通信）が不通。

◆スーパーなどで、飲食料や生活必需品
等が売り切れ、物資の確保が困難化。

◆停電により、空調が使用できず、冬季は寒から風邪
をひく、夏季は熱中症や脱水症状
等の体調不良となる。

◆需要を抑制し、供給とのバランスを図
るため、広い地域で計画停電が実施。

◆スーパー・コンビニ等は、早期に在庫が枯渇。

◆一時滞在施設等に人が多数殺到し、周辺が混乱。

◆非常用電源等が整備されていない場合、停電により、空調
が停止し、季節によっては滞在継続が困難化。

◆多くの従業員や施設利用者等が路上に溢れ出している。
空調停止した場合は、更に多くの人が路上に溢れ出す。

◆夜間・休日等の発災は、交通機関の運行停止に伴い出勤が
困難。

◆滞在期間長期化に伴い、勤務先や通学先、一時滞在施設に
おける飲食料やトイレなどの滞在環境の確保が困難化。

◆停電により空調が利用できず、熱中症や脱水症状になっ
たり、寒さから風邪をひく等、体調を崩す。

◆一時滞在施設等に想定以上の帰宅困難者が殺到した場合、
帰宅困難者用物資がより早期に枯渇。

◆帰宅困難者が滞在する施設の水洗トイレについて、排水管
の故障等により機能停止が継続。

◆運行を再開した駅やその周辺に多くの人々が殺到し、駅に
入れない。

◆深夜から早朝の時間帯や休日に発災した場合は、公共交
通機関の運行停止に伴い事業所等に十分な数の従業員が
出勤できない状態が一週間以上継続する。
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